



















































































































































































石 井 一 宏
(京都大学 ･ウイルス研究所)
近年,神経機能を細胞培養系で研究する方法論
の開発が切望されてきた｡この要請は,神経科学
の研究に分子生物学や神経工学の手法を導入し,
駆使するための一つのステップとして重要である
との認識に基づいている｡
細胞培養系における神経機能の研究は,三つの
観点から行われつつある｡
(1) 神経発育因子の研究 :この因子は初代培養し
た神経細胞の生存と神経突起の形成に必要であ
る｡
(2) 神経回路の形成とその機能に関する研究 :脂
組織の断片をもちいた電気生理学的研究は盛ん
に行われている｡
(3)神経系細胞の培養株の樹立 : その方法は三
通り知られている｡ このような細胞培養系にお
ける神経科学の研究の動向を,私たちの研究を
まじえて紹介したい｡
3.アセチルコリンおよびヒスタミン吸入に対す
る気道感受性を異にするモルモット二系統の
選抜育種
三上 博輝,西端 良治
(日本臓器製薬㈱生物活性科学研究所･病態動物研究室)
河本 泰生,猪 貴義
(岡山大 ･農学部 ･家畜育種学教室)
ヒト気管支嘱息患者において気道過敏性の克進
すること,さらに嘱息症状により過敏性が変化す
ることは良く知られた事実である｡
しかしながら,この気道過敏性は先天的あるい
は後天的に獲得されたものであるか否かについて
未だ明確にされていない面も多い｡喋息は紀元前
4世紀のヒポクラテスの時代から知られてきたに
も関わらず,発症原因の不明な部分も多く治療が
困難な疾病の一つにあげられる｡ しかも,近年環
境あるいは食生活などの変化により,気管支鳴息
やアレルギー性鼻炎に曜患する小児や成人の患者
数は年々急増し,大きな社会問題となっている｡
噌息患者数はアメリカでは人口の約7%,日本で
は2-5%とされている｡
そのため,これら気管支嘱息研究のためには遺
伝的に気道過敏性が元進し,かつ一定の過敏性を
有する疾患モデル動物が必要と考え,実験動物の
中でも特に気道過敏性の高いモルモットを用い,
その中でも遺伝的変異の大きなコロニーの動物を
選択した｡これらのモルモットを使用し,アセチ
ルコリンおよびヒスタミンの吸入に対する気道反
応性を指標として,気道過敏系,ならびに対照と
して非過敏系の二方向に1987年から開発に取り組
んできた｡その間約 4年を要し,F6世代において
両系にほぼ分離することができた｡さらに,これ
らモルモットを開発するまでの気道感受性に関す
る基礎検討,1)モルモットの気道感受性,2)実
験動物種差, 3)モルモット系統差, 4)生物学
的特性についても述べさせて頂 く｡
